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 【第 1 章 諸言】  
早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の 3 校のラグ

ビー文化と戦術変化について述べる前にラグビー・

フットボールというスポーツについて大西鐵之祐氏

による参考文献をもとに、ラグビーの始まり、エリ

ス少年がなぜボールを持ち走り出したのか、その時

の事細かな描写や古代フットボールの期限、そして、

ラグビー・フットボールをおこなう者たちのラグビ

ーに対する態度や取り組み方について、ラグビーの

キャプテンのあり方などについて述べている。また、

ラグビーのルールやポジションについて説明してい

る。 
【研究目的】 
 筆者は早稲田大学ラグビー蹴球部に所属しており、

筆者が入学して以来、早稲田大学・明治大学・慶應

義塾大学の 3 校は優勝したことがなく、昨年におい

ては早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の 3 校が

上位 4 校に入ることが出来ないという出来事が起き

た。そこで筆者は日本大学ラグビー・フットボール

界における早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の

3 校の文化と戦い方の変化を調べることで、近年、

弱体化しつつある、早稲田大学・明治大学・慶應義

塾大学の三校が今後、大学対抗戦や大学選手権にお

いて優秀な成績を残せるように、また、三校の独自

のラグビー・フットボール精神などを参考に今後の

大学ラグビー・フットボール界がどのように変化し

ていくのかを考察する為である。 
【研究方法】 
 研究方法としては過去における、早稲田大学 対 

慶應義塾大学 早稲田大学 対 明治大学と明治大

学 対 慶應義塾大学の三校の総当たり試合を 15
年ごとにチェックし、ゾーンごとに数字を決めその

試合ごとの攻めたゾーンを数値化し、大学ごとの攻

めるゾーンの数値からその大学の特徴を割り出すと

いうものである。また、15 年ごとにチェックしてい

るのは昔からの攻め方などが変化しているかどうか

をチェックする為に決めたものである。ゾーンは①

～⑤までのゾーンがあり、番号に攻めた箇所をカウ

ントする。数字の間に攻められた場合は内側詰めの

数字でカウントすることとする。例えば、①とラッ

クの間であれば①とカウントし①と②の間であれば

②とカウントする。④と⑤の外に攻められた場合の

み例外とし、そのままの数字でカウントすることと

する。 
【第 2 章 早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の

ラグビー・フットボール文化について】 
早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の 3 校のそれ

ぞれのラグビー部の創設されたきっかけや、早慶戦

の始まり、各大学の部歌についてなどをまとめてい

る。 
【第 3 章 早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の

戦術の変化】  
早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の 3 校の試合

の映像を用いて 15 年ごとに 1983 年早慶戦、1983
年早明戦、1996 年早慶戦、1996 年早明戦、2011 年

早慶戦、2011 年早明戦の全 6 試合の映像を研究しゾ

ーンごとの数字をカウントし、各大学の攻め方に変

化があるのかどうかを調べている。 
【第 4 章 早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の

今後と考察】  
早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の 3 校の試合

を調べた結果、1983 年、1996 年、2011 年と年を重

ねるごとに早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の

3 校の特徴であった攻め方が大きく変化していった。

3 校とも同じような攻め方に変化しており、ルール

などが原因だと考えられた。今後、早稲田大学・明

治大学・慶應義塾大学の 3 校が関東ラグビー大学対

抗戦や大学選手権で優秀な成績をおさめるためには

昔からの早稲田大学・明治大学・慶應義塾大学の 3
校の特徴である攻め方を復活させなければならない。

そうすることで 3 校の武器ができ、他大学が恐れる

ような大学になると筆者は考えている。また、早稲

田大学・明治大学・慶應義塾大学の 3 校が大学選手

権決勝などに出るようになれば、ラグビー人気も復

活するのではないだろうかと筆者は考えている。 
 


